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　海洋プレート上部に低速度層として存在する海洋性地殻は，沈み込みに伴う脱水反応によりエクロジャイト

化することで，深い部分では海洋マントルと同程度の地震波速度となることが予想される（例えば，Fukao et

al., 1983 Nature; Abers et al., 2003 GRL; Hacker et al., 2003 JGR）．本研究では，海洋モホを伝播する屈折

波を用いて，フィリピン海プレートの海洋性地殻がエクロジャイト化する深さを拘束することを試みる． 

 

　海域で発生する海洋モホより浅い地震時に，陸域で観測される初動は海洋モホを伝播する屈折波となること

が知られている（Takemura et al., 2016 EPS）．例えば，2016年4月1日に三重県南東沖の地震時に陸域の

Hi-netで観測された初動走時は，震央距離70~200 kmにおいて見掛け速度7.2 km/s程度の屈折波PPHSが明瞭に

確認できる．震央距離200 km以上では，見掛け速度8 km/s以上と海洋マントルに対応した初動走時とな

る．このような見掛け速度の距離変化は，マントル以深の地震波速度構造に起因すると考えられる． 

 

　現実的な構造を仮定した2次元差分法による地震動シミュレーションにより，初動走時の特徴を調べる．地

殻構造はF-net 1D構造（Kubo et al., 2002 Tectonophys.），フィリピン海プレート上面形状はHirose et al.

(2008 JGR)を採用し，プレート上面から深さ方向に7 kmの領域を海洋性地殻としてシミュレーションを

行った．海洋性地殻を深部まで低速度層として存在させると，PPHSが遠方まで初動として伝播し，観測された

初動走時の特徴を説明できない．そこで，海洋性地殻が海洋マントルと同程度まで高速化し，海洋モホがある

深さで消失したとしてシミュレーションを行った．海洋モホの消失する深さを様々に変えたシミュレーション

から，海洋モホが消失する深さに依存して初動走時が変化することがわかった．海洋性地殻のエクロジャイト

化により海洋モホが深さ52 km以深で速度コントラストを持たなくなり，初動がPPHSから海洋マントルに対応

したP波に変わるため，初動走時が変化する．海洋モホの消失する深さを52 kmとした時に，初動走時の再現

性が最も良くなった．この深さは，Kato et al. (2014 EPS)による紀伊半島下のフィリピン海プレートの海洋性

地殻のエクロジャイト化する深さと整合的である． 

 

　以上のことから，海域で発生した海洋モホより浅い地震とモデルシミュレーションの比較から，海洋モホの

速度コントラストが消失する深さを拘束できることが期待される．海洋モホの消失は沈み込みに伴う脱水反応

が原因と考えられ，海洋性地殻のエクロジャイト化と関連があると考えられ，沈み込む流体の移送過程を知る

ヒントとなる． 
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